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平成31年3月定例会報告

平成３１年３月３０日、脚折町の下
しもむかい

向児童公園内に「龍
りゅう

蛇
だ

ふる
里会館」が落成しました。
脚折雨乞行事で担ぐ龍蛇の製作技術の伝承や市のブランド
イメージ向上などに利用されます。
建物内にはミニ龍蛇も置かれています。

龍蛇ふる里会館が落成
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平成 31年度予算を可決！

議案
番号 議案の名称 議員名等 審議

結果

新政クラブ 大空・つるがしま未来 公明党 日本共産党

賛
成

反
対
・
賛
成
せ
ず

小
川
　
　
茂

金
泉
婦
貴
子

持
田
　
敏
明

髙
橋
　
剣
二

杉
田
　
恭
之

藤
原
　
建
志

出
雲
敏
太
郎

内
野
　
嘉
広

大
曽
根
英
明

近
藤
　
英
基

漆
畑
　
和
司

山
中
　
基
充

松
尾
　
孝
彦

五
伝
木
隆
幸

太
田
　
忠
芳

髙
田
　
克
彦

大
野
　
洋
子

長
谷
川
　
清

議　案
第１号

固定資産評価審査委員会委員の選任について
（戸

と

口
ぐち

　千
ち

章
あき

氏）
同意に
決す

○ 議長 ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 ０

議　案
第２号

鶴ヶ島市一般職非常勤職員等の任用、勤務条件
等に関する条例の一部を改正する条例について

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第３号

鶴ヶ島市職員の勤務時間、休日及び休暇に関す
る条例の一部を改正する条例について

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 15 ２

議　案
第４号

鶴ヶ島市印鑑条例の一部を改正する条例につい
て

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第５号

鶴ヶ島市災害弔慰金の支給等に関する条例の一
部を改正する条例について

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第６号

鶴ヶ島市放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例について

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第７号

鶴ヶ島市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例について

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 15 ２

議　案
第８号

鶴ヶ島市空家等の対策に関する条例の一部を改
正する条例について

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第９号

平成30年度鶴ヶ島市一般会計補正予算（第５号）
について

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第10号

平成30年度鶴ヶ島市国民健康保険特別会計補正
予算（第３号）について

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第11号

平成30年度鶴ヶ島市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）について

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

平成31年第１回定例会の日程（会期27日間）

2/22 本会議
開会
議案第１号～第21号を上程

27 本会議
議案第１号及び第21号を採決
議案第２号～第20号を委員会付託

28 総務産業建設常任委員会 付託議案審査

3/１ 文教厚生常任委員会
付託議案審査
所管事務調査

５・６・７ 予算決算常任委員会 付託議案審査

14･18･19 本会議 一般質問

20 本会議

議案第２号～第20号を採決
議案第22号及び第23号を上程及び採
決
閉会

　

平
成
31
年
第
１
回
鶴
ヶ
島
市
議
会

定
例
会
が
２
月
22
日（
金
）か
ら
３
月

20
日（
水
）ま
で
の
27
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案

23
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
を
３
日
間
に
わ

た
り
行
い
、
14
人
の
議
員
が
登
壇
し

ま
し
た
。

○…賛成　×…反対・賛成せず



つるがしま市議会だより第187号〔 3〕

滝
島
井
戸
や
水
路
へ
の
配
慮
は
。

自
然
環
境
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県

で
も
十
分
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
自
主
的
な
環
境
調

査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
滝
島

井
戸
に
つ
い
て
は
、
保
全
さ
れ
る
よ
う

に
計
画
を
策
定
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

近
未
来
技
術
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
で

行
わ
れ
る
事
業
の
想
定
は
。

現
在
、
埼
玉
県
に
お
い
て
具
体
的

な
土
地
利
用
等
の
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
ド
ロ
ー
ン
の

飛
行
実
験
や
自
動
運
転
の
通
信
規
格
で

あ
る
５
Ｇ
の
実
験
が
で
き
る
か
を
検
討

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

ＡＱＡ

第
５
次
鶴
ヶ
島
市
総
合
計
画
（
基
本
構

想
）
の
変
更
に
つ
い
て

土
地
利
用
構
想
の
変
更
に
反
対
す

る
地
権
者
が
い
る
と
聞
く
が
、
理

由
は
。
ま
た
、
地
元
の
住
民
や
地
権
者

の
み
な
ら
ず
、
広
く
市
民
か
ら
意
見
を

聴
取
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

埼
玉
県
が
地
権
者
を
対
象
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、
一
部

の
方
か
ら
土
地
の
所
有
を
続
け
た
い
と

い
っ
た
理
由
で
協
力
で
き
な
い
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。
意
見
聴
取
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
自
治
会
が
作
る
対
策
委
員
会
と

意
見
交
換
等
を
密
に
行
っ
て
お
り
、
周

辺
の
地
域
も
同
様
に
意
見
交
換
を
行
い
、

そ
の
意
向
を
埼
玉
県
に
伝
え
、
反
映
に

努
め
て
い
く
。

本
議
案
は
、
農
業
大
学
校
跡
地
周

辺
に
近
未
来
技
術
実
証
フ
ィ
ー
ル

ド
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
埼
玉
県
に
は

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
本
市
に
は
な
い

の
で
は
な
い
か
。

超
ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現
を
支
援

す
る
埼
玉
県
の
事
業
の
考
え
は
、

本
市
と
し
て
も
賛
同
で
き
る
内
容
で
あ

る
。
事
業
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
市
内

へ
の
企
業
立
地
の
可
能
性
が
出
て
く
る
。

ま
た
、
地
域
に
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
普
及

す
る
き
っ
か
け
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

埼
玉
県
に
よ
る
新
た
な
開
発
が
予

定
さ
れ
る
が
、
緑
地
保
全
に
つ
い

て
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

議案第21号ＱＡＱＡＱ

基
本
構
想
の
変
更
を
可
決

　次回の令和元年第２回定例会は、５月28日（火）
に開会の予定です。
　議会の日程は、開会日の５～２日前に決定し、
市のホームページのほか、市役所１
階などの議会情報コーナーで御案内
します。
ホームページはこちらから
https://www.city.tsurugashima.lg.jp/page/dir000016.html

次回定例会のお知らせ

鶴ヶ島市議会 検　索

議案
番号 議案の名称 議員名等 審議

結果

新政クラブ 大空・つるがしま未来 公明党 日本共産党

賛
成

反
対
・
賛
成
せ
ず

小
川
　
　
茂

金
泉
婦
貴
子

持
田
　
敏
明

髙
橋
　
剣
二

杉
田
　
恭
之

藤
原
　
建
志

出
雲
敏
太
郎

内
野
　
嘉
広

大
曽
根
英
明

近
藤
　
英
基

漆
畑
　
和
司

山
中
　
基
充

松
尾
　
孝
彦

五
伝
木
隆
幸

太
田
　
忠
芳

髙
田
　
克
彦

大
野
　
洋
子

長
谷
川
　
清

議　案
第12号

平成30年度鶴ヶ島市介護保険特別会計補正予算
（第３号）について

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第13号

平成30年度鶴ヶ島市坂戸都市計画事業一本松土
地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）に
ついて

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第14号

平成30年度鶴ヶ島市坂戸都市計画事業若葉駅西
口土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）
について

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第15号

平成31年度鶴ヶ島市一般会計予算について
原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × 14 ３

議　案
第16号

平成31年度鶴ヶ島市国民健康保険特別会計予算
について

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 15 ２

議　案
第17号

平成31年度鶴ヶ島市後期高齢者医療特別会計予
算について

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 15 ２

議　案
第18号

平成31年度鶴ヶ島市介護保険特別会計予算につ
いて

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 15 ２

議　案
第19号

平成31年度鶴ヶ島市坂戸都市計画事業一本松土
地区画整理事業特別会計予算について

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第20号

平成31年度鶴ヶ島市坂戸都市計画事業若葉駅西
口土地区画整理事業特別会計予算について

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第21号

第５次鶴ヶ島市総合計画（基本構想）の変更に
ついて

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 12 ４

議　案
第22号

教育委員会教育長の任命について（松
まつ

井
い

　克
かつ

彦
ひこ

氏）
同意に
決す

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０

議　案
第23号

平成30年度鶴ヶ島市一般会計補正予算（第６号）
について

原案
可決

○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 ０



つるがしま市議会だより第187号 〔 4〕

　

平
成
31
年
度
の
鶴
ヶ
島
市
一
般
会
計
予
算
と
特
別
会
計
予

算（
５
議
案
）は
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査

さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
審
査
結
果
は
、い
ず
れ
も「
可
決
す
べ
き
も
の
」

で
、最
終
日
の
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

秘
書
広
報
課
長　

人
口
増
や
定
住

促
進
の
直
接
的
な
効
果
を
得
る
の

は
難
し
い
が
、
そ
れ
ら
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
定
住
に
つ
な
が
る
こ
と
も
十
分

に
あ
る
と
考
え
、
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

公
共
施
設
個
別
利
用
実
施
計
画
策
定
事
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

資
産
管
理
課
長　

３
年
間
で
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。
１
年
目
に
業

者
を
選
定
し
、
施
設
の
稼
働
状
況
の
調

査
・
分
析
、
施
設
の
重
要
度
の
分
析
等

を
行
う
。
２
年
目
に
当
該
分
析
を
基
に

再
配
置
の
計
画
を
検
討
し
、
３
年
目
に

市
民
へ
の
説
明
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

ＡＱＡ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
事
業

第
２
期
と
な
る
次
期
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
の
特
色
は
。

こ
ど
も
支
援
課
長　

５
年
連
続
と

な
っ
て
い
る
保
育
所
の
待
機
児
童

ゼ
ロ
を
継
続
す
る
た
め
の
提
供
体
制
の

確
保
策
等
、
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
の
設
置
及
び
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

推
進
を
盛
り
込
み
た
い
。

学
童
保
育
室
建
設
事
業（
南
小
学
校
区
）

建
設
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

こ
ど
も
支
援
課
長　

本
年
３
月
に

設
計
を
終
え
、
４
月
の
指
名
委
員

会
、
そ
の
後
の
入
札
を
経
て
、
５
月
に

埼
玉
県
と
事
前
協
議
を
行
う
。
６
月
か

ら
建
築
工
事
に
入
り
、
31
年
度
末
に
は

供
用
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

定
員
が
超
過
す
る
他
の
学
童
保
育

室
の
増
設
等
は
。

こ
ど
も
支
援
課
長　

30
年
度
は

「
は
ち
ま
ん
ク
ラ
ブ
」の
定
員
超
過

ＱＡＱＡＱＡ

を
解
消
し
た
。
32
年
度
に
「
つ
く
し
ん

ぼ
ク
ラ
ブ
」、
33
年
度
以
降
に
は
「
あ

り
ん
こ
ク
ラ
ブ
」
の
対
応
を
予
定
し
て

い
る
。

坂
戸
、鶴
ヶ
島
水
道
企
業
団
負
担
金

坂
戸
、鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合
負
担
金

公
共
料
金
を
下
げ
る
た
め
に
も
、

一
部
事
務
組
合
を
一
緒
に
し
て
効

率
化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
一
部

事
務
組
合
と
市
の
担
当
課
で
の
政
策
的

な
話
合
い
は
な
い
の
か
。

生
活
環
境
課
長　

負
担
金
の
予
算

措
置
は
、
水
道
企
業
団
か
ら
の
依

頼
文
書
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
。
政

策
的
な
打
合
せ
や
協
議
は
し
て
い
な
い
。

都
市
計
画
道
路
整
備
事
業

都
市
計
画
道
路
の
川
越
鶴
ヶ
島
線

と
鶴
ヶ
島
南
通
り
線
の
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
供
用
開
始
時
期
は
。

道
路
建
設
課
長　

用
地
買
収
が
完

了
し
、
31
年
度
は
工
事
を
開
始
す

る
。
同
年
度
中
に
は
、
圏
央
鶴
ヶ
島
Ｉ

Ｃ
の
前
後
を
除
い
て
工
事
を
完
了
す
る

予
定
で
あ
る
。
新
設
道
路
と
の
整
合
や

警
察
等
と
の
協
議
が
あ
る
た
め
、
暫
定

供
用
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
早
期
に
供

用
開
始
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

道
路
交
通
環
境
安
全
対
策
事
業

道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け

た
計
画
の
概
要
は
。

ＱＡＱＡＱ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
事
業

具
体
的
な
事
業
内
容
は
。

市
民
生
活
部
長　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
、
選
手
団

の
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
受
入
れ
と
同
選
手

団
と
市
民
と
の
様
々
な
交
流
を
計
画
し

て
い
る
。
ま
た
、
中
学
生
を
対
象
と
し

た
、
日
本
人
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
派
遣
し

て
も
ら
う
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
室
の
実
施

を
Ｊ
Ｏ
Ｃ
（
公
益
財
団
法
人
日
本
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）
に
申
請
し
て
い
る
。

本
市
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ア
ン
候
補
者
を
招
い
て
の
交
流
会

な
ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
費
を
投
入
し
て
事
業
を
行
う
価

値
は
あ
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

昨
年
度
は
テ
レ

ビ
や
新
聞
等
で
50
回
以
上
取
り
上

げ
ら
れ
た
。
最
終
的
に
は
、
こ
の
事
業

を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ソ
フ

ト
レ
ガ
シ
ー
を
築
い
て
い
き
た
い
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作

成
な
ど
の
現
状
の
取
組
が
人
口
減

少
対
策
に
寄
与
す
る
の
か
。

ＱＡＱＡＱ

一般会計予算　215億4000万円
（前年度　206億4000万円）

庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
更
新
事
業

市
庁
舎
に
あ
る
４
基
中
の
２
基
だ

け
の
更
新
で
よ
い
の
か
。
築
30
年

が
経
過
す
る
庁
舎
で
あ
り
、
残
り
の
２

基
が
壊
れ
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

資
産
管
理
課
長　

２
基
の
工
事
で

９
４
０
０
万
円
ほ
ど
を
想
定
し
て

ＱＡ

い
る
。
４
基
全
て
で
は
１
億
８
０
０
０

万
円
程
度
と
な
り
、
経
費
の
問
題
が
あ

る
。
残
り
の
２
基
も
修
繕
や
工
事
を
し

な
が
ら
、
使
用
で
き
る
期
間
は
そ
の
ま

ま
使
用
し
た
い
。
２
基
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
現
状
の
使
用
頻
度
か
ら
は
対
応

が
可
能
で
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

庁舎内のエレベーター

南小学校区の学童保育室建設事業、
一本松駅のバリアフリー化への補助など
南小学校区の学童保育室建設事業、

一本松駅のバリアフリー化への補助など
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都
市
施
設
保
全
課
長　

31
年
度
に

現
地
調
査
を
行
い
、
導
入
計
画
を

策
定
す
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
32
年
度

中
の
導
入
を
考
え
て
い
る
。

企
業
立
地
推
進
事
業

農
業
大
学
校
跡
地
周
辺
で
埼
玉
県

が
進
め
る
近
未
来
技
術
実
証
フ
ィ

ー
ル
ド
の
用
地
買
収
と
、
本
事
業
で
市

が
行
う
用
地
買
収
と
の
兼
ね
合
い
は
。

農
大
跡
地
周
辺
ま
ち
づ
く
り
特
命

担
当
主
席
主
幹　

県
と
市
で
は
、

タ
イ
ミ
ン
グ
や
目
的
が
異
な
る
。
県
の

目
的
は
近
未
来
技
術
の
開
発
支
援
な
ど
、

企
業
の
支
援
で
あ
る
が
、
市
は
産
業
用

地
の
確
保
で
あ
り
、
本
予
算
は
そ
の
選

定
の
た
め
の
調
査
費
で
あ
る
。

ＡＱＡ

き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

日
本
語
未
習
得
児
童
生
徒
支
援
事
業

日
本
語
未
習
得
者
の
人
数
は
。

学
校
教
育
課
長　

通
訳
等
が
必
要

な
児
童
・
生
徒
の
入
学
が
急
増
し

て
お
り
、
30
年
度
の
入
学
は
、
小
学
校

で
４
人
、
中
学
校
で
２
人
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
整
備
事
業

本
市
で
は
学
校
協
議
会
が
長
く
設

置
さ
れ
て
い
る
。
学
校
運
営
協
議

会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
に

移
行
す
る
理
由
は
。

学
校
教
育
課
長　

現
在
は
、
学
校

か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
保
護
者
や

地
域
の
方
々
か
ら
学
校
運
営
に
関
す
る

意
見
や
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

後
は
、
地
域
と
学
校
が
目
標
を
共
有
し
、

地
域
の
方
も
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
、

学
校
や
子
ど
も
達
の
課
題
等
を
議
論
す

る
体
制
を
築
き
、
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
で
あ
る
。

小
学
校
教
育
系
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業

中
学
校
教
育
系
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業

整
備
の
目
的
は
。

学
校
教
育
課
長　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

教
室
の
機
器
更
新
の
時
期
と
合
わ

せ
て
、
新
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ

て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
等
に
対

応
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
、
子
ど
も

た
ち
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
図
る
。

ＱＡＱＡＱＡ

保
険
給
付
費
が
前
年
度
比
で
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
た
要
因
は
。

保
険
年
金
課
長　

被
保
険
者
１
人

当
た
り
の
医
療
費
は
微
増
し
て
い

国
民
健
康
保
険

ＱＡ

る
が
、
被
保
険
者
数
の
減
少
に
よ
る
影

響
が
そ
れ
を
上
回
る
形
で
表
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
及

び
第
３
期
特
定
健
康
診
査
等
実
施

計
画
の
特
定
健
康
診
査
受
診
率
の
目
標

達
成
に
向
け
た
取
組
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

Ａ
Ｉ
を
導

入
し
て
本
市
の
過
去
６
年
間
の
状

況
を
解
析
し
、
タ
イ
プ
別
に
受
診
勧
奨

を
す
る
。
ま
た
、
結
果
の
検
証
も
行
い
、

次
年
度
以
降
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

医
療
費
抑
制
の
取
組
は
。

保
険
年
金
課
長　

埼
玉
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
で
、
健
康
診

査
や
歯
科
検
診
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
啓

発
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
31
年

度
は
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
ポ
リ
フ

ァ
ー
マ
シ
ー
（
多
剤
服
用
）
対
策
を
行

う
と
聞
い
て
い
る
。

ＱＡＱＡ

健
康
増
進
課
長　

フ
レ
イ
ル
（
虚

弱
）
の
概
念
を
周
知
す
る
た
め
の

啓
発
事
業
を
行
う
。
32
年
度
に
は
フ
レ

イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
事
業
を
導
入
し
、
フ
レ

イ
ル
予
防
を
進
め
て
い
き
た
い
。

一
本
松
土
地
区
画
整
理
事
業

都
市
計
画
道
路
一
本
松
東
通
り
線

の
廃
止
の
影
響
は
。

区
画
整
理
課
長　

現
在
、
都
市
計

画
課
で
埼
玉
県
や
警
察
と
廃
止
に

向
け
、
協
議
中
で
あ
る
。
廃
止
が
確
定

し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
廃
止
に
な
っ

て
も
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
し

て
い
る
。
換
地
設
計
の
組
み
直
し
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
関
係
地
権
者
等
と

調
整
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

事
業
施
行
期
間
が
５
年
間
延
長
と

な
る
が
、
今
後
の
計
画
は
。

区
画
整
理
課
長　

仮
換
地
の
指
定

後
に
建
物
移
転
を
し
、
残
る
工
事

を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
後
、

最
終
的
な
出
来
形
確
認
の
測
量
を
し
た

後
に
換
地
処
分
を
行
う
。
少
し
で
も
前

倒
し
を
行
い
た
い
。

若
葉
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
施
行
期
間
が
５
年
間
延
長
と

な
る
が
、
今
後
の
計
画
は
。

区
画
整
理
課
長　

集
合
住
宅
の
建

物
移
転
と
、
そ
の
後
に
行
う
主
要

道
路
の
整
備
が
残
っ
て
い
る
。
工
事
を

し
な
が
ら
の
出
来
形
確
認
測
量
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

ＡＱＡＱＡＱＡ

国民健康保険 67億7230万円
（70億3925万円）

一本松土地区画 3億 317万円
整理事業 （2億7897万円）

後期高齢者医療 7億4699万円
（7億 437万円）

若葉駅西口土地 4億1576万円
区画整理事業 （4億3224万円）

介護保険 43億7292万円
（38億6243万円）

特 別 会 計 予 算特 別 会 計 予 算（　　）は、前年度予算額

健
康
長
寿
推
進
事
業
で
の
フ
レ
イ

ル
予
防
事
業
の
内
容
は
。

介

護

保

険

Ｑ

鉄
道
利
便
性
向
上
促
進
事
業

な
ぜ
利
用
者
の
少
な
い
下
り
ホ
ー

ム
に
障
害
者
対
応
型
ト
イ
レ
を
設

置
す
る
の
か
。
見
直
し
は
可
能
か
。

都
市
計
画
課
長　

ス
ペ
ー
ス
の
関

係
等
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
下
り

側
ホ
ー
ム
に
整
備
す
る
と
の
鉄
道
事
業

者
か
ら
の
提
案
で
あ
る
。
既
に
鉄
道
事

業
者
か
ら
国
に
補
助
金
の
申
請
を
し
て

お
り
、
基
本
的
に
こ
れ
で
整
備
し
て
い

ＱＡ
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鶴
ヶ
島
市
一
般
職
非
常
勤
職
員
等
の
任

用
、
勤
務
条
件
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

最
低
賃
金
法
に
規
定
す
る
最
低
賃
金

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
及
び
近
隣
自

治
体
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
一
般
職
非

常
勤
職
員
の
月
額
報
酬
額
を
改
定
す
る

も
の
で
す
。

議案第２号

委
　
　
員
　
　
会
　
　
審
　
　
査

鶴
ヶ
島
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及

び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

議案第３号

　

長
時
間
労
働
の
是
正
の
た
め
の
措
置

と
し
て
、
人
事
院
規
則
に
国
家
公
務
員

の
超
過
勤
務
命
令
の
上
限
等
を
定
め
る

規
定
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市

の
職
員
も
超
過
勤
務
命
令
の
上
限
等
を

定
め
る
た
め
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。職

員
組
合
と
の
交
渉
と
合
意
は
。

ま
た
、
労
働
時
間
の
状
況
は
。

人
事
課
長　

組
合
交
渉
で
は
な
く
、

事
務
折
衝
と
い
う
形
で
協
議
を
進

め
て
い
る
。
条
例
と
規
則
で
定
め
る
部

分
は
納
得
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
は
、

運
用
部
分
の
協
議
を
継
続
し
て
い
く
。

　

平
成
29
年
度
の
超
過
勤
務
の
実
績
で

は
、
月
に
45
時
間
を
超
え
る
職
員
は
、

９
課
・
44
人
で
あ
り
、
選
挙
事
務
等
に

よ
り
１
０
０
時
間
を
超
え
た
者
も
い
た
。

鶴
ヶ
島
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

性
同
一
性
障
害
者
等
に
配
慮
し
た
取

組
と
し
て
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
性
別

の
表
記
を
廃
止
等
す
る
も
の
で
す
。

印
鑑
登
録
証
明
書
の
性
別
の
表
記

の
廃
止
に
関
す
る
近
隣
市
の
状
況

は
。

市
民
課
長　

埼
玉
県
内
63
市
町
村

中
28
市
町
が
廃
止
し
て
い
る
。
西

部
11
市
で
は
、
川
越
市
、
東
松
山
市
及

び
本
市
の
３
市
を
除
く
８
市
が
既
に
廃

止
し
て
い
る
。

ＱＡ議案第４号ＱＡ

鶴
ヶ
島
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
災
害
援
護

資
金
の
据
置
期
間
後
に
お
け
る
延
滞
の

場
合
を
除
い
た
利
率
に
関
す
る
規
定
を

改
正
等
す
る
も
の
で
す
。

鶴
ヶ
島
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
放
課
後
児
童
支
援
員
に
な
る

こ
と
が
で
き
る
者
の
基
準
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

議案第５号議案第６号

鶴
ヶ
島
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額

に
係
る
賦
課
限
度
額
の
引
上
げ
を
す
る

と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

の
改
正
等
を
す
る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
平
均

所
得
は
。

議案第７号Ｑ

保
険
年
金
課
長　

加
入
世
帯
の
平

均
所
得
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

被
保
険
者
の
ほ
ぼ
半
数
が
年
金
生
活
者

で
あ
ろ
う
前
期
高
齢
者
で
あ
る
た
め
、

お
お
む
ね
６
割
程
度
の
方
々
が
１
０
０

万
円
か
ら
２
０
０
万
円
の
所
得
で
あ
ろ

う
と
認
識
し
て
い
る
。

税
率
改
正
後
の
近
隣
市
と
の
比
較

は
。

保
険
年
金
課
長　

所
得
割
は
、
坂

戸
市
が
０
・
７
㌽
、
日
高
市
が

０
・
３
㌽
高
い
。
均
等
割
は
、
坂
戸
市

が
２
０
０
０
円
高
く
、
日
高
市
と
は
同

額
と
な
る
。

県
内
の
税
率
改
正
の
状
況
は
。

保
険
年
金
課
長　

30
年
度
は
31
団

体
が
改
正
し
、
31
年
度
は
12
市
３

町
の
15
団
体
が
改
定
を
予
定
し
て
い 

る
。鶴

ヶ
島
市
空
家
等
の
対
策
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
の
規
定
に
よ
る
特
定
空
家
等
の

措
置
に
関
し
、
適
正
な
運
用
を
図
る
た

め
、
特
定
空
家
等
対
策
審
議
会
を
設
置

す
る
も
の
で
す
。

特
定
空
家
等
対
策
審
議
会
の
役
割

や
期
待
す
る
効
果
は
。

都
市
計
画
課
長　

今
後
、
程
度
の

悪
い
空
き
家
等
に
関
し
、
法
に
基

づ
い
た
勧
告
や
命
令
、
代
執
行
と
い
っ

た
措
置
を
行
う
場
合
、
空
き
家
の
所
有

者
に
財
産
権
の
制
限
や
罰
金
な
ど
の
不

利
益
が
出
る
こ
と
と
な
る
。
市
長
の
権

ＡＱＡＱＡ議案第８号ＱＡ

　

市
議
会
の
定
例
会
は
、
３
月
、
６
月
、

９
月
、
12
月
の
年
４
回
で
す
。
本
会
議

と
委
員
会
の
議
員
の
熱
意
あ
ふ
れ
る
議

論
を
間
近
で
御
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

市
役
所
の
議
会
棟
３
階
の
議
会
事
務

局
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
御
住
所
と
お

名
前
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
傍

聴
が
で
き
ま
す
。

　

車
椅
子
で
の
入
場
も
可
能
で
す
の
で
、

事
務
局
職
員
に
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
耳
の
不
自
由
な
方
は
、
事
前

に
御
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
手
話
通
訳

者
を
手
配
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
御

相
談
く
だ
さ
い
。

０
４
９
・
２
７
１
・
１
１
９
６

し
ま
せ
ん
か

傍
聴

条 例

空き家対策の適正な運用の
ための対策審議会を設置
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限
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ

ら
の
措
置
が
適
切
か
ど
う
か
を
第
三
者

機
関
に
よ
り
審
議
し
て
い
た
だ
き
、
適

正
な
空
き
家
対
策
を
行
っ
て
い
く
も
の

で
あ
る
。

TOPICSTOPICSTOPICS
トピックス

補正予算

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算

５
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計（
第
５
号
）

公
園
目
的
外
使
用
料

１
平
方
㍍
当
た
り
の
単
価
に
差
が

あ
る
理
由
は
。

都
市
施
設
保
全
課
長　

固
定
資
産

税
評
価
額
を
ベ
ー
ス
に
月
額
単
価

を
設
定
し
て
い
る
た
め
、
市
街
化
調
整

区
域
の
近
傍
地
の
公
園
は
単
価
が
安
く
、

市
街
化
区
域
内
の
公
園
は
高
く
な
っ
て

い
る
。老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

ＱＡ

修
繕
工
事
の
執
行
残
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
工
事
の
内
容
は
。
ま

た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
浴
室
の
水
栓
の

一
部
を
リ
ウ
マ
チ
の
方
が
使
い
や
す
い

レ
バ
ー
式
に
変
え
た
と
聞
い
た
が
、
こ

の
工
事
の
残
金
で
、
全
て
の
水
栓
を
変

え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
。

高
齢
者
福
祉
課
長　

内
容
は
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー
缶

体
の
入
替
え
工
事
で
あ
る
。
ま
た
、
水

栓
レ
バ
ー
の
一
部
交
換
は
、
公
益
社
団

法
人
鶴
ヶ
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
の
指
定
管
理
委
託
料
の
中
の
修
繕

費
で
執
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

地
域
生
活
支
援
事
業

日
常
生
活
用
具
の
ス
ト
マ
用
装
具

の
予
算
増
と
い
う
が
、
そ
の
背
景

は
。

障
害
者
福
祉
課
長　

国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
28
年
の
全
国

の
が
ん
罹
患
数
で
は
、
大
腸
が
最
も
多

い
部
位
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
で
も
、

大
腸
が
ん
の
手
術
に
よ
っ
て
、
ぼ
う
こ

う
又
は
直
腸
の
機
能
障
害
に
よ
り
身
体

障
害
者
手
帳
を
新
規
取
得
す
る
方
が
増

加
し
て
い
る
。

病
児
保
育
事
業

補
正
の
詳
細
は
。

こ
ど
も
支
援
課
主
席
主
幹　

当
初

の
見
込
み
よ
り
も
利
用
者
数
が
全

体
で
１
２
０
㌫
程
度
伸
び
、
補
助
金
を

増
額
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
国
の
子
ど

ＱＡＱＡＱＡ

も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
交
付
要
綱
の

改
正
に
よ
る
単
価
改
定
も
増
額
の
要
因

で
あ
る
。

生
活
保
護
費

補
正
増
の
要
因
は
。

福
祉
政
策
課
長　

介
護
扶
助
や
医

療
扶
助
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
特
に
入
院
医
療
費
の
増
加
が
顕

著
で
あ
り
、
高
額
な
治
療
を
要
す
る
患

者
が
増
加
し
て
き
て
い
る
。

が
ん
予
防
対
策
事
業

が
ん
検
診
の
受
診
者
が
減
っ
た
要

因
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

29
年
度
か

ら
胃
が
ん
検
診
は
、
対
象
年
齢
が

40
歳
以
上
か
ら
50
歳
以
上
に
変
更
さ
れ
、

受
診
回
数
も
２
年
に
１
回
の
隔
年
と
な

っ
た
。
ま
た
、
検
査
方
法
も
バ
リ
ウ
ム

と
内
視
鏡
の
２
方
式
に
変
更
さ
れ
た
。

こ
の
制
度
改
正
の
影
響
で
、
受
診
者
が

29
年
度
に
偏
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

ＱＡＱＡ

　

30
年
度
歳
入
歳
出
予
算
を
精
査
し
た

結
果
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
要
す
る

経
費
等
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
に
引
き
続

き
、
執
行
部
説
明
員
の
出
席
を
求
め
、

鶴
ヶ
島
市
い
じ
め
問
題
調
査
審
議
会
か

ら
の
提
言
に
基
づ
く
教
育
委
員
会
の
取

組
に
つ
い
て
、
そ
の
進
捗
状
況
等
を
調

査
し
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
受
け

た
い
じ
め
に
係
る
相
談
は
３
件
と

少
な
く
、
心
身
の
健
康
や
発
達
に
つ
い

て
の
相
談
が
多
い
が
、
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

教
育
セ
ン
タ
ー
所
長　

い
じ
め
に

つ
い
て
は
、
教
員
が
先
に
動
く
こ

と
が
多
く
、
教
員
や
相
談
員
か
ら
の
い

じ
め
の
対
応
方
法
に
関
す
る
相
談
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
心
身
の
健
康

は
中
学
生
か
ら
、
発
達
に
つ
い
て
は
小

学
校
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
が
多
い
。

い
じ
め
の
認
知
件
数
は
。

教
育
セ
ン
タ
ー
所
長　

29
年
度
末

で
は
、
小
学
校
が
３
４
２
件
、
中

学
校
が
68
件
で
あ
る
。

心
身
や
財
産
に
重
大
な
被
害
が
生

じ
る
よ
う
な
重
大
事
態
の
発
生
は
。

教
育
セ
ン
タ
ー
所
長　

30
年
度
に

お
い
て
、
重
大
事
態
の
発
生
は
な

か
っ
た
が
、
教
育
委
員
会
が
関
わ
っ
て

ＱＡＱＡＱＡ

交
付
金
に
つ
い
て
。

保
険
年
金
課
長　

保
険
者
の
医
療

費
の
適
正
化
や
保
健
事
業
の
取
組

を
評
価
し
、
一
定
の
基
準
に
達
し
た
保

険
者
に
対
し
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
の
補
助
金
で
あ

る
。後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

30
年
度
歳
入
歳
出
予
算
を
精
査
し
た

結
果
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金
に
要
す
る
経
費
を
補
正
す
る
も
の

で
す
。介

護
保
険
特
別
会
計

　

30
年
度
歳
入
歳
出
予
算
を
精
査
し
た

結
果
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金

に
要
す
る
経
費
等
を
補
正
す
る
も
の
で

す
。一

本
松
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

　

30
年
度
歳
入
歳
出
予
算
を
精
査
し
た

結
果
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
要
す
る

経
費
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

若
葉
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

Ａ

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

県
支
出
金
の
国
民
健
康
保
険
保
険

者
努
力
支
援
交
付
金
と
特
別
調
整

Ｑ

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に

お
け
る
所
管
事
務
調
査

（
２
回
目
）

若葉駅西口周辺



あ
な
た
の
声
を
市
議
会
に

あ
な
た
の
声
を
市
議
会
に

〜
請
願
・
陳
情
の
出
し
方
を
紹
介
し
ま
す
〜

人

令和

人
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対
処
し
た
い
じ
め
事
案
は
あ
る
。

認
知
さ
れ
て
い
る
い
じ
め
の
う
ち
、

解
消
率
は
60
㌫
程
度
と
の
こ
と
で

あ
る
。
万
が
一
の
事
態
に
耐
え
得
る
体

制
な
の
か
。
人
員
補
充
の
必
要
は
。

教
育
セ
ン
タ
ー
所
長　

い
じ
め
の

解
決
後
も
必
ず
３
か
月
は
解
消
で

き
た
か
ど
う
か
を
見
届
け
て
い
る
こ
と

が
、
解
消
率
が
１
０
０
㌫
に
な
ら
な
い

理
由
の
１
つ
で
も
あ
る
。
ス
ク
ー
ル
カ

ＱＡ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
等
の
相
談
体
制
が

周
知
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
31

年
度
も
現
状
の
体
制
で
取
り
組
み
、
そ

の
検
証
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
窓
口
の

開
設
に
向
け
た
進
捗
は
。

学
校
教
育
課
長　

導
入
自
治
体
の

状
況
等
の
把
握
を
し
て
い
る
が
、

相
談
を
受
け
る
体
制
の
難
し
さ
に
課
題

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

ＱＡ

24
時
間
体
制
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
相
談

に
取
り
組
ん
で
い
る
長
野
市
の
よ

う
な
事
例
も
あ
る
が
、
検
討
は
。

学
校
教
育
課
長　

子
ど
も
達
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
利
用
は
、
帰
宅
後
の
時
間

の
方
が
多
い
。
24
時
間
体
制
が
望
ま
し

い
が
、
相
談
を
受
け
る
時
間
帯
や
そ
れ

に
対
応
す
る
人
員
の
配
置
な
ど
の
情
報

収
集
を
し
て
、
よ
り
効
果
的
な
取
組
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

ＱＡ

－ いじめのない学校づくりに向け、議会から提言 －

　請願や陳情は、皆さんの要望を直接政治に反映させる
方法の一つです。

１　請願には、紹介議員として１人以上の市議会議員の
署名が必要です。紹介議員がいない場合は、請願では
なく、陳情となります。
２　件名、要旨、理由を簡潔に記載してください。
３　提出年月日、請願者の住所（法人の場合は所在地と
名称）を記載し、請願者（法人の場合は代表者）が署
名してください。
４　複数人で請願を出す場合は、代表者を１人決めて（外
○○人）と記載してください。
５　請願はいつでも受け付けていますが、３月・６月・
９月・12月に開催される定例会ごとに期限を定めてい
ます。
６　陳情書は、請願書の書式に準じて作成してください。
７　詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。

書式例は議会のホームページからダウンロードできます。

※請願者が複数の場合
は、署名簿を添えて
ください。

請願者による
　意見陳述の試行

も行っています。

鶴　議　第　２３８　号
平成３１年３月２０日

　鶴ヶ島市長　齊　藤　芳　久　様
鶴ヶ島市議会議長　金　泉　婦　貴　子

いじめのない学校づくりに向けた提言について
　本市議会文教厚生常任委員会は、その所管事務調査として、鶴ヶ島市いじめ問題調
査審議会の提言に基づく教育委員会の取組の進捗状況等について、平成３０年第４回
定例会及び平成３１年第１回定例会において継続調査を行いました。
　当該調査により、いじめ問題に対する市の取組に関し、マンパワーの確保や相談窓
口の充実といった課題が明らかとなりました。
　つきましては、いじめ問題に対する取組を推進し、「いじめのない学校づくり」へ
向けた各事業の継続と更なる充実を求めるため、下記のとおり提言を行いますので、
その対応を求めます。

記
１　マンパワーの確保
　いじめ問題に適切に対応するためには、豊富な知識と経験を持つ人材の確保が不
可欠である。現在、市においては、いじめ等対応支援員の新規配置やスクールカウ
ンセラーの全小学校への配置、臨床心理士の拡充配置などを進めているところであ
るが、一過性のものとならないよう、今後とも、十分なマンパワーの確保に努める
とともに、そのための予算を確保すること。
２　相談体制の構築
　「LINE」などの「SNS」を活用した相談窓口については、先進他市からの情報
収集にとどまっており、いまだ窓口開設に至っていない。
　国においては、「いじめ防止対策協議会」を設置し、平成３０年３月に「SNS等
を活用した相談体制の構築に関する当面の考え方」の最終報告をとりまとめたとこ
ろである。
　市教育委員会にあっては、国等の動向を的確にとらえ、一日も早い「鶴ヶ島市に
ふさわしい相談体制」の構築に努めること。

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
所

管
事
務
調
査
の
結
果
、
同
常
任

委
員
会
か
ら
、「
い
じ
め
の
な

い
学
校
づ
く
り
」
へ
向
け
た
各

事
業
の
継
続
と
更
な
る
充
実
を

求
め
る
た
め
、
議
会
と
し
て
、

市
に
提
言
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
た
め
、
次
の
と
お
り
市

長
に
対
す
る
政
策
提
言
を
行
い

ま
し
た
。
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改善しています！
～皆様の手に取っていただけるように～

こんなところが変わっています
◎一般質問記事の読みやすさがアップ

●今号では、試行的に表紙と裏表紙をフルカラー化！

多くの方にお読みいただけるように
　　　　これからも検討と改善を重ねていきます。

・「問１、２、３　答１、２、３」の一括型から
　「問・答、問・答、問・答」の一問一答型に
・原則として、質問をした議員本人が記事を執筆することで、
一般質問の意図や思いを記事に反映

◎より手に取っていただけるように
　→季節に合わせた２色刷り（４つのバリエーション）に

〔16〕つるがしま市議会だより第１８７号

つ
る
が
し
ま
市
議
会
だ
よ
り　

第
1
8
7
号　

発
行
日
／
令
和
元
年（
2
0
1
9
年
）5
月
1
日

編
集
／
議
会
報
編
集
委
員
会　

発
行
／
鶴
ヶ
島
市
議
会

☎ 
0
4
9
（
2
7
1
）
1
1
1
1　

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
0
4
9
（
2
7
1
）
1
1
9
6

編
集

　
後
記

　

今
期
の
議
会
報
編
集
委
員
会
に
よ

る
最
後
の
市
議
会
だ
よ
り
と
な
り
ま

し
た
。

　

１
人
で
も
多
く
の
方
に
手
に
取
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
い

う
思
い
で
、
編
集
委
員
一
同
、
議
論

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

記
事
の
タ
イ
ト
ル
な
ど
、
部
分
的

な
工
夫
も
お
気
付
き
で
し
ょ
う
か
。

　

市
民
の
代
表
で
あ
る
１８
人
が
、
多

様
な
課
題
を
持
ち
寄
り
、
よ
り
良
い

市
の
方
向
を
目
指
す
の
が
議
会
で
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
定
例
会
や
議
会

活
動
の
全
容
を
お
伝
え
す
る
の
は
困

難
で
す
が
、
少
し
で
も
議
会
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

（
大
）

（
議
会
報
編
集
委
員
）

委

員

長　

大　

野　

洋　

子

副
委
員
長　

太　

田　

忠　

芳

委　
　

員　

松　

尾　

孝　

彦

委　
　

員　

出　

雲　

敏
太
郎

委　
　

員　

内　

野　

嘉　

広

委　
　

員　

小　

川　
　
　

茂

委　
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４
月
６
日
、
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
期
間
に
先
立
ち
、
交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
鶴
ヶ

島
桜
ま
つ
り
の
会
場
で
あ
る
運

動
公
園
で
実
施
さ
れ
、
鶴
ヶ
島

市
議
会
交
通
安
全
推
進
議
員
連

盟
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
中
高
生
の
歩
行
中
及
び
自

転
車
乗
用
中
に
お
け
る
交
通
事

故
防
止
を
重
点
に
、
声
掛
け
と

交
通
安
全
の
啓
発
品
や
チ
ラ
シ

の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

交通安全キャンペーンに参加！

　
　
（
株
）Ｉ
Ｈ
Ｉ
瑞
穂
工
場
を
視
察

　

平
成
３１
年
１
月
１６
日
、
鶴
ヶ
島
市

議
会
議
員
互
助
会
の
研
修
で
、
東
京

都
西
多
摩
郡
瑞
穂
町
の
株
式
会
社
Ｉ

Ｈ
Ｉ
瑞
穂
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
埼
玉
県
農
業
大
学
校
跡

地
に
民
間
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
の
整
備

の
た
め
の
新
工
場
を
建
設
し
て
お
り
、

本
年
中
に
一
部
が
稼
働
予
定
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
会
社
と
瑞
穂
工
場
の

概
要
説
明
を
受
け
、
工
場
内
の
一
部

を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
瑞
穂

工
場
の
従
業
員
の
採
用
状
況
や
工
場

の
稼
働
日
数
、
鶴
ヶ
島
工
場
が
稼
働

し
た
際
の
民
間
機
以
外
の
受
注
の
有

無
や
当
初
の
搬
入
ル
ー
ト
等
の
質
疑

を
行
い
、
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

本
市
へ
の
好
影
響
を
期
待
し
ま
す
。

　

交
通
安
全
に
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。


